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どう か しんせん

中国の仙人像 は 「道家的神仙思想」 と深い関わ りがある。俗世 を離脱

し大 自然 と一体化 することを理想 とす る 「道家思想」 と、不老不死 を究

極 の目的 とする 「神仙思想」が結 びつ き、道家的神仙思想 となったのは、
ぎ しん

3世 紀か ら4世 紀 の魏 ・晋の時代で あった。
ろう し そう し

しか し、老子 とともに道家 の祖 と目され る荘子(前369?一 前286?)

の書 に、すで に仙人の話が見 え ることか ら、神仙思想 と一線 を画 してい

た とされ る道家思想 そのものに、 もとも と神仙 的傾 向があった ことがわ

か る。荘子の描 く仙人像 は以下 の とお り。
は こ や しんじん

藐姑射の山に神人が住 んでい る。その肌 は氷や雪の ように真 っ白で、
お とめ

しなやかな肢体 はまるで処女の ようである。かの人は五穀 を口にせ

ず、風 を吸い露 を飲み、雲 に乗 った り飛翔す る龍 にまたがった りし
し かい

て、四海 の外 に遊ぶ。(「荘子』逍遥遊篇)

荘子 の描 く 「神人(仙 人)像 」 は、処女 の ようにしなやかな肢体 をも

つ、まさしく 「不老不死」 の存 在であ り、穀物 を口にせず、ただ風(大 気)
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と露 を摂取 して、軽 やかに空中飛行 する。仙人 とい うと、 とてつもない

老人 を連想するが、中国の仙人 は本来、 この ように不老すなわ ち永遠 の

若 さを保つ存在 だ とされ、 このイメージは後世 も変わ らない。 さらにま

た、ここにみえる 「藐姑射の仙人」 は肉体 を純化するために、穀物 をいっ

さい口に しない とされるが、 これまた後世 の重要 な神仙術 の一っで ある
へ きこ く

「辟穀」の方法 にほかならない。
せんごく

荘子は分裂 と混乱の戦国時代 を生 きた思想家だが、中国全土が統一さ
しん かん し ぜんかん ぶ

れた秦 ・漢の時期 になって も、秦 の始皇帝 や前漢 の武帝 のような皇帝 か

ら庶民 に至 るまで、不老不死 を渇望す る神 仙志向はますます盛んになる

一・方 だった
。

りゅう きょ う れ っ

それかあ らぬか、前漢 の学者 劉 向(前79～ 前8)の 作だ とされる 「列
せんでん

仙伝』 には70人 余 りの仙人 の伝記 が収 め られてお り、 その多 くは庶民

階層 の出身である。彼 らの職業 は馬医者、薬売 り、小役人、酒造 り、鏡

磨 き、草履売 り、産婆等 々、千差万別 であ り、 なかには乞食稼業の者 ま

でいる。仙人 になる機会 は万人 に平等 であ り、現実社会 の身分や階層 は

まった く無関係 なのである。

もっとも、何の試練 も経ずに仙人 になれ るわ けもな く、修行 を重ね る

必 要が ある。 「列仙伝』 に登場す る仙 人 の多 くは、先 にあ げた 「辟穀 」
ぶ くり ょう

を実践 し、穀物の代わ りに松 の実や茯苓 な ど植物性 の仙薬 を長期 間服用

して、徐 々に肉体 を純化す る。 この結果、 白髪 は黒 くな り、抜 け落 ちた

歯 はまた生える とい うふ うに、少年 もし くは壮年 の健やかさを取 り戻 し

て、不老長生の身 とな り、長 い場合 は数百年 もの間、下界で生 きつづ け



たあ げ く、つい に昇天 して仙 界へ と移動す るので ある。仙人修行 のメ
どういん ぼうちゅうじゆつ

ニ ュ ー と して は、 辟 穀 の ほか、 呼 吸術 や導 引(柔 軟体操)、 房 中 術 な ど

の身体 トレーニ ングが併 用 され るケ ース も多 い。
こ かん

前漢 ・後漢 あわせ て400年 っつ いた漢 王朝が滅亡 した後、中国 はふ
とうしん

たたび乱世状況 とな り、分裂 の魏晋南北朝時代 に突入す る。魏 から東晋

にかけて、道家思想 と秦 ・漢以来の神仙志向が結 びついて、体系的な道
かつこう

家 的神仙 思想 が形成 されたが、 その随一・の理論 家は東晋 の葛洪(284?
ほうぼく し

～363)で ある。 その著 『抱朴子』 は神仙思想 の実践理論 を説 いたもの

だが、 ここにはい くつかの注 目すべ き見解 がみ られる。不老不死 とな り
きんたん

仙 界 に昇天す るためには、鉱物 性の仙薬 「金丹」の服用が必須 の条件で

あ り、先 にあげた 『列仙伝』の例 の ように植物性 の仙薬 だけでは不十分

だ としていること。複雑 な工程 をへて完成する 「金丹」の作 り方 をマス

ターするためには、す ぐれた師匠 についてきび しい修行 を積 まねばなら

ない こと、等 々である。 「列仙伝』 の仙 人修行 に比べ、格段 に手続 きが

複雑 になっているのがみて とれ る。仙人 になるの も大仕事 なのである。

ちなみ に、:葛洪 は こうして体系化 した仙人理論 を踏 まえて、90人 余
しんせんでん

りの仙人の伝記 を収 めた 『神仙伝』 を著 している。 その委曲を尽 くした

叙述方法は、先行する 「列仙伝 』の簡潔 そのものの描写 に比べれば、上

質 の短篇小説 といって もよいほ どだ。 ここには多種多様 の仙人像 が鮮や

か に描 き分 けられ、奇想天外な物語世界 が繰 り広 げ られる。
せい か

た とえば、70歳 で仙 薬 を服 用 して以来、 どん どん若 くなった西河少

女 とい う仙女の話 など、 まさに抱腹絶倒 である。漢王朝 の使者が西河 の
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ほ と りを通 った とき、妙齢 の美女(西 河少女)が 老人 を鞭 うってい るの

を見かけ、不審 に思ってわけをたずね た。 す ると、彼女 が言 うには 「こ

れは私 の息子です。私 は仙薬をのんで若返 ったので、息子にものめといっ

たのに聞 き入れず、 こんなに老 いぼれて しまいました。 それで腹 が立 っ

たので折檻 しているのです」 とのこと。聞 けば、少女のような彼女 はす

でに130歳 、老いぼれ息子は71歳 との ことだった。 ことほ どさように、

仙人や仙女 は時空 を超 えて永遠 の美 と若 さ を保つ不滅の存在 にほかな ら

ないのである。
と し

『列仙伝』や 「神仙伝』 に描かれた仙人物語 の系譜 は、 その後、 「杜子
しゅん とうだいでん き げんきょく

春」 などの唐代伝 奇小説、元 曲(元 代の戯曲)、 明代の白話短篇小説 にめ

んめん と受 け継がれてゆ く。 これ らの作品 は、ふつ うの人間が仙人 にな

るための通過儀礼の様相 を描 くことに主眼 を置 くことが多 く、ほ とん ど

神仙物のパターンにまでなってい る。 しか も、 この通過儀礼 を受 ける仙

人候補者 は、杜子春が そうであるように、 自発 的に仙人 になろうと志 す
せんこつ

のではな く、下界 を往来す る仙人 に、本人 も自覚 していない 「仙骨(仙

人になる素質)」 を発見 されてスカウ トされ、仙人修行 を課せ られ るとい

うケースがめだつ。 自発的な決意 のもとに、理論的にも実践的にも仙人

た らん と志 した魏 ・晋の神仙思想家 はむろんの こと、 この世の軋轢 か ら

離脱 す るために必 死で肉体 の純化 につ とめた漢代 の庶民仙人 に比べて

も、中国の仙人像 は時代が下 るとともに、受動 的なもの と化 し、俗化 の

度合いを強めたといえそ うだ。


